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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日18:45～　パークホテルにて認知症セミナーin八戸が開催される。参加可能者は参加すること。

・10/4（火）13:00～植村啓祐様のサービス担当者会議が開催される。赤坂が参加予定。

・10/5（水）14:30～浜辺信明様のケア会議が開催される。藤田が参加予定。

・人事考課表について、各自自身の目標を確認し、作成すること。

・各自、緊急連絡網の確認をし、いつ連絡がきても対応できるようにしておくこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・熊林　卓也　様～先日職場にて面談を行なってきたとのことで、詳細を質問している。内容は1ヶ月休むことで解雇にならないかということと、体調のことを話してきたとのことで、解雇にはならないと言われたと話している。体調については問題ないと話しているが、現在仕事への意欲が低下しており、復職する際に意欲が向上できるのか不安とのこと。デイケアにて本人が希望している体力作りをしながら、復職に向けて意欲の向上が出来るように担当スタッフと面談を行い対応していくことを提案すると、「よろしくお願いします」と返答している。復職に向けて本人の不安を軽減できるように関わっていく。

・赤石　陽介　様～本人より問診が2週間に1回になったことと、就労継続支援B型チョコクッキーの利用が月・火・金曜日の週3回になったとの報告がある。デイケア利用日について本人と面談を行い、安定した病状と生活を維持できるように関わっていく。

・清水　泰雅　様～本人より今朝腹痛があったとの報告があり、体調を質問している。来所後は軽減したとのことだが、腸のあたりが痛く、下痢をしていたとのこと。その他の不調や気になることは何もないと話している。食事でカレーを食べている為、自身の調子に合わせてお腹に優しいものを食べるよう促すと「わかりました」と返答している。引き続き、体調の確認を行っていく。

・上川原　豊　様～今朝架電があり、眠気の強さを訴えている。状況を質問すると、体調不良や処方薬の変更はないが、急に眠気が強くなったとのこと。デイケアの欠席を希望する為、眠気が強くても日中寝すぎないことと、現状を担当医に相談してみるよう伝えている。来所時には上記状況の詳細を確認していく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後の服薬時に薬を口に含んだまま部屋に行こうとしていた為、介入しているとのこと。午前中のデイナイトケアでは、病状や過ごし方に変化は見られていない。引き続き病状、所在に注意しながら関わっていく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、帰荘後大きな声で多弁に話していたとのこと。その際、先日の外出時に購入した靴を壊されたとの訴えがあったが、スタッフが確認し自然に取れたのではと振り返ると、納得していたとのこと。デイナイトケア来所時には、同様の訴えはなく落ち着いて過ごすことが出来ている。引き続き本人の言動に注意し、落ち着いて行動できるように関わっていく。

・吉田　キクエ様～昨日夕食時、食事を詰まらせたような表情で胸をさすり、苦しそうにしていることがある。背中を叩いて欲しいと本人が希望し、スタッフが対応。洗面所で2回少量の食物残渣物を吐き出しており、席に戻っている。青陽館看護師が聴診器で詰まらせていないことを確認し、席に戻った後は不調の訴えや、バイタルサインの異常はない。本日の昼食は問題なく摂取していたが、早くかき込むように食べることがある為、スタッフからゆっくり食べるように声掛けを行っている。昨日帰荘後の状態を青風荘スタッフに確認すると、部屋でバナナやプリンを食べていた為、ホールで摂取するよう促したとのこと。また、先日破損し修理した義歯が再度壊れてしまったとのことで、今後作成する予定であるとの情報提供がある。今後も食事摂取状況に注意していく。

・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後眼光の鋭さが見られていたとのこと。デイナイトケア来所時には同様の様子は見られていない。本人の表情や言動に注意し、適時対応していく。

＜外来情報＞

・細谷地　与蔵様～痛風の処方薬が根城内科医院から処方されている為、当院での処方は終了としている。

・平　京子　様　～テレビの話を表情良くしている。

・淡路　智恵子様～採血結果、糖尿病ではないと説明されている。採血実施までコーヒーを我慢してジュース飲んでいたとのことで、糖尿病にならないよう注意するように説明されている。

・番沢　政勝　様～陰毛に白髪が3本生えてきたと話し、泌尿器科を受診しようか考えているとのこと。普通のことである為、同年代の同性のスタッフに聞いてみるよう説明されている。

・村上　元道　様～稲刈りで筋肉痛の為、仕事を休んだと話している。眠そうにしていることや、やる気がない様子が見られている。

・繁名　和恵　様～幻聴はないが、寒気がするとのことで、葛根湯が処方となっている。

・赤石　陽介　様～アルコールを1日1～2本程飲んでいることと、禁煙を初めて3日目であることを報告している。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　倉石　ヨシエ　様）

実施日：H28年9月28日（水）13：30～14：00

担当チーム：佐々木、服部
検討内容　目標の見直し

	氏名
	倉石　ヨシエ
	性別
	女
	年齢
	85
	生年月日
	昭和6年　8月　1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・身体機能の維持・向上

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける


	本人希望
	現在の生活を維持する。

	家族希望
	青風荘や関連施設で生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成


                 


定期的な面会は無いが、必要時には援助してくれている。（姪様）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援あり・要介護1


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を続ける。
	①妄想があっても上手に付き合い落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時にスタッフに伝えられるようになる。神様発言が聞かれた際には過度にならないように発言を傾聴する。

	
	②現在できている日常生活動作能力の維持。
	②歩行状態を維持する。
	②下半身の筋力低下を防ぐ為、自分のできる範囲で歩行運動に参加する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない
	・物盗られ妄想があり、「神様が隠す」と訴えることがある。

・身体の痛みがある時には、「小人がいる」「神様がいる」等と身体不調に合わせて聞かれることが多い。

・不調があった際や眠気があり横になりたい時に静養室で休むよう促しているが、「悪い神様が居るからあそこは嫌だ」と話し、入室を拒む発言が聞かれる。

・利用中、1階へ降りて行こうとし、スタッフが声掛けすると、「神様が…青風荘に行かねば･･」「今、神様に追いかけられて逃げた」「今は居なくなったけど、また来るんでは」と言う。

・通所から帰宅の際、エレベーターを利用して1Fに降りる対応を取っているが、「神様がいる」等の発言が続いて見られている。使用を拒むことがあり、階段を利用することもある。送りの方法を変更して対応することとしている。
	妄想により日課に取り組まない事はないが、表情が冴えなかったり、身体不調の際に声を掛けると神様に関する発言がある。何か訴える様子が見られないか表情の観察をし、突然階段を降りていこうとする等、行動化する前にスタッフに話してほしいことを伝えていく。神様に関する訴えや妄想様の訴えが過度とならないよう本人の発言を傾聴していき、日常生活に支障はきたしていないか観察していく。⇒目標継続

治療計画：相手の発言を傾聴するのみとなっている為、一部計画を見直し、変更する。

	②歩行状態を維持する。
	・テーブル拭きは忘れずに取り組んでおり、拭き方が丁寧である。忘れているメンバーには、指示していることがある。

・歩行運動は日によって歩行距離は変わるが、生活指導室を2～3周することができている。

・時々、右膝に痛みがあると運動に取り組まず、座っていることがある。声を掛けると神様発言も聞かれる。

・座った状態でも動けるところをしっかりと動かし、動作はほぼ維持されている。
	殆ど自分からスタッフに不調を訴えることがなく、不調時には運動に取り組まないことが見られるため、本人の状態を観察しながら、無理のない範囲で運動に参加できるように声掛けして行く。歩行が不安定な為、継続した見守りを行っていく。⇒目標継続

中期目標：現状では日常生活動作に支障は見られていない為、筋力低下防止に関する目標へ一部変更していく。



	その他
	・昨年10月、体重55.5kg⇒今年9月、52.2kg。

・便秘があり、下剤を服用して排便することが多い。腹部の不快感があっても、自ら訴えることがない為、軽減できるよう状態観察を行なっていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を維持する。
	①妄想があっても上手に付き合い、落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時には、スタッフに伝えることができる。神様に関する発言が聞かれた際には、過度にならないように発言を傾聴し、生活に支障をきたさないよう対処法を一緒に考え、行動化を防ぐ。

	
	②身体機能の維持。
	②歩行運動に参加し、下半身の筋力低下を防ぐ。
	②自分のできる範囲で取り組み、運動量を維持する。取り組みの様子を観察し、安定した歩行状態であるか、また、転倒のないよう見守りを行う。
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